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対
比

と
対

比
現

象
に

つ
い

て
－

－
一

色
の
調
和
（
ム
ー
ン
，
ス
ペ
ン
サ
ー
の
配
色
調
和
論
）

色
の
構
成
に
つ
い
て
（
マ
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
ー
）
‐

進
出

色
，

後
退

色
，

注
意

色
と

視
距

離
－

－
－

－

色
彩

調
節

－
－

●
一

一
●

に
つ

い
て

－

ト、
－

－
2

‐
2

肌
色

と
そ

れ
に

適
応

し
た

服
の

色
－

2

D
e
s
i
g
n
の
意
義

D
s
s
i
g
n
の
使
命

D
e
s
i
g
n
の
感
覚
訓
練

ビ
ジ

ュ
ア

ル
･

ア
ー

ト
の

訓
練

（
線
の
研
究
，
バ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ズ
ム
）
－

１１２４２２
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
と

錯
視

一

シ
ン

メ
ト

リ
ー

と
動

的
対

称

色
と
形
の
空
間
構
成
…
…
…
(
1
)

４，０ ０００

(
リ
ズ
ム
構
成
）

４４
⑰

マ
ジ

ッ
ク

・
ス

ク
エ

ア
ー

と
デ

ザ
イ

ン
構

成

⑱
色
と
形
の
空
間
構
成
…
…
…
(
2
)



ｓ
州
Ｓ
吉

・
升
ｓ
総
畔
竺
盈
伝
八
ｓ
Ⅷ
串
へ
噌
蕊
鳥

。
二
胤
卜
蕊
罰
守
歌
【
汁
通
一
寸
ｓ
判
鳴
ミ
噂

二
、
訓
練
方
法

㈹
色
と
は
何
か

、
ま
ず
第
１
図
の
よ
う
に
色
名
表
を
作
製
さ
せ
、
色
紙
を
貼
り
な
が
ら

色
名
を
憶
え
さ
せ
る
。

⑥
色
に
は
、
有
彩
色
と
無
彩
色
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
色
相
倉
皆
巴
明

度
（
ぐ
煙
盲
の
）
彩
度
（
○
言
自
国
）
が
あ
っ
て
数
多
く
の
色
の
あ
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
。

＠
第
２
図
の
よ
う
に
ラ
ン
ベ
ル
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
カ
ラ
ー
を
作
製
し

原
色
の
混
合
か
ら
順
次
い
ろ
い
ろ
な
数
多
く
の
出
来
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
る
。

⑥
色
を
色
相
の
順
に
並
べ
て
ゆ
く
と
、
三
原
色
を
基
に
色
環
（
８
］
貝

胃
。
行
）
が
出
来
る
。
色
環
を
第
３
図
の
よ
う
に
作
製
さ
せ
、
色
を
感
情

に
訴
え
て
温
色
系
（
暖
色
）
、
冷
色
系
（
寒
色
）
に
、
区
分
さ
れ
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
。

②
色
の
感
情
に
つ
い
て

色
を
感
情
に
訴
え
る
と
、
見
た
か
ん
じ
の
涼
し
い
青
は
寒
色
良
見
た
か

ん
じ
の
暖
か
い
桜
色
は
暖
色
に
区
分
さ
れ
る
。
寒
色
は
、
別
名
収
縮
色
と
も

云
わ
れ
、
実
際
の
大
き
さ
よ
り
い
く
ら
か
小
さ
く
、
暖
色
は
膨
張
色
と
も
云

わ
れ
逆
に
実
際
の
大
き
さ
よ
り
大
き
く
み
え
る
。
色
の
こ
の
よ
う
な
性
質
を

。
〕
測
卜
蕊
罵
時
房
罰
Ｆ
Ａ
Ｓ
削
嘩
式
駕
隷
鳥

。
曲
勝
煮
曲
蛮
時
寓
玉
や
八
ｓ

。
価
什
画
〕
弧
４
Ｎ
・
遥
］
Ｉ
寄
腫

・
凹
購
鴬
ｓ
函
瀞
寄
嬉

４
慾
逼
画
・
只
轡
Ｈ
、
－
ｓ
Ⅶ
寵
へ
隠
琴
鳥

（
園
露
串
塑
）

1

P岸mCン 画心 心

‐

良
く
理
解
さ
せ
、
こ
れ
を
服
飾
の
上
に
応
用
し
、
人
の
個
性
、
体
型
に
よ
っ

て
色
の
選
択
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

ま
た
味
覚
の
上
か
ら
も
色
感
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
甘
い
か
ん

じ
の
す
る
色
は
ピ
ン
ク
、
す
っ
ぱ
い
か
ん
じ
の
す
る
色
は
レ
モ
ン
・
イ
エ
ロ

ー
と
味
覚
の
上
か
ら
も
色
の
感
情
の
区
別
で
き
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

③
色
の
連
想

色
を
一
つ
一
つ
あ
げ
て
そ
の
色
か
ら
連
想
す
る
も
の
を
上
げ
さ
せ
る
。
連

想
作
用
は
年
令
、
環
境
、
地
域
、
性
別
に
よ
っ
て
違
う
。
年
代
が
す
す
む
に

従
っ
て
具
体
的
な
も
の
か
ら
抽
象
的
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
赤
か

ら
連
想
す
る
も
の
は
、
年
少
者
で
は
火
事
と
か
リ
ン
ゴ
の
よ
う
に
物
質
的
な

名
詞
を
連
想
す
る
。
高
校
生
以
上
に
な
っ
て
来
る
と
リ
ン
ゴ
が
情
熱
と
か
わ

っ
て
来
る
。
高
校
生
で
調
査
し
た
結
果
兜
％
ま
で
が
抽
象
的
な
も
の
を
連
想

し
た
。

側
対
比
と
対
比
現
象
に
つ
い
て

第
４
図
の
よ
う
に
色
紙
を
貼
付
さ
せ
次
の
よ
う
な
対
比
現
象
の
起
こ
る
こ

と
を
理
解
さ
せ
る
。

第
４
図
の
①
、
②
、
③
は
、
あ
る
異
っ
た
二
つ
の
色
相
を
並
べ
て
み
た
時

同
一
面
祇
の
場
合
に
生
ず
る
対
比
現
象
で
あ
る
。

①
は
色
相
の
対
比
に
よ
る
場
合

赤
と
緑
は
謬
色
作
用
（
彦
光
作
用
）
を
起
こ
し
、
相
互
の
色
の
境
に
チ
ラ

つ
き
を
生
じ
、
色
を
は
っ
き
り
き
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
そ
の
弊
害
を

除
く
た
め
に
境
界
線
に
中
性
色
を
は
さ
む
。

②
は
明
度
の
対
比
に
よ
る
場
合

同
明
度
（
黄
と
う
す
緑
）
の
場
合
い
ず
れ
か
一
方
の
明
度
異
が
お
ぴ
や
か

、
一

さ
れ
る
か
、
共
に
明
度
に
変
化
を
生
ず
る
。

異
明
度
（
紺
と
う
す
黄
）
の
場
合
、
高
明
度
の
方
は
、
よ
り
一
層
明
る
く

感
じ
、
低
明
度
の
色
相
は
、
ま
す
ま
す
暗
く
感
ず
る
。
以
上
二
つ
の
場
合
は
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〔第3図〕 色 環
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一
・
幅
一

Ⅳ
’
昭
一
四
一
加
一

迦
事
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６
’
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〔第乱図〕 対比と対比現象(Contrast)無光沢

②

ヨ 豆日記
⑤

回国函

各
色
相
そ
れ
自
身
も
変
化
し
て
み
え
る
。

③
は
彩
度
の
対
比
に
よ
る
場
合

① 撫

匿 団
③ ④

M刃回
⑥

淡
緑

淡
緑

赤 緑 緑 菰赤 紺

散 隙

⑦ ア イ

二三二三

＝ 匡三
ウ コニ

｢~可 r司
一一一一

狐
タUDG 黄

茨

我
Ⅲ4
｡eG9

「
1

黄
と
あ
い
黄
は
、
ま
す
ま
す
冴
え
て
、
明
る
く
み
え
、
あ
い
は
、
ま
す
ま

す
暗
く
濁
っ
て
み
え
る
。

菰黒

－

④
は
白
と
黒
の
対
比

白
は
、
遠
心
的
作
用
を
呈
し
、
膨
張
性
進
出
、
黒
は
、
求

心
的
作
用
を
呈
し
、
収
縮
性
後
退
と
な
り
、
黒
地
の
上
の
白

は
大
き
く
、
白
地
の
上
の
黒
は
小
さ
く
み
え
る
。

⑤
は
緑
と
灰
の
対
比

緑
の
上
の
灰
は
緑
の
補
色
赤
が
は
た
ら
い
て
赤
味
の
灰
と

な
り
、
灰
の
上
の
緑
は
青
味
を
含
ん
で
み
え
る
。

⑥
は
併
置
配
合
に
よ
る
対
比

二
色
の
有
彩
色
を
同
時
に
並
べ
て
、
あ
る
距
離
か
ら
み
る

と
他
の
色
に
み
え
る
。
ま
た
二
色
の
有
彩
色
を
○
・
一
間
隔

で
交
互
に
並
べ
る
と
黄
と
青
は
緑
に
、
赤
と
青
は
紫
に
み
え

る
。

⑦
は
面
積
対
比
と
形
の
対
比

同
色
相
系
の
二
色
を
並
べ
て
対
比
す
る
場
合
に
は
、
影
響

は
な
い
が
、
一
方
の
面
積
が
大
で
他
の
一
方
が
小
な
る
時
は

色
相
の
差
が
い
っ
そ
う
影
響
す
る
。

ア
は
面
積
大
凶
の
方
が
中
明
度
で
面
積
小
個
の
方
が
低
明

度
で
不
安
定
。
④
は
Ａ
を
低
明
度
、
Ｂ
を
中
明
度
と
し
安

定
。
服
の
色
で
い
う
と
ブ
ラ
女
ス
を
中
明
度
と
し
、
ス
カ
ー

ト
を
低
明
度
と
す
れ
ば
安
定
の
感
が
あ
る
が
、
反
対
の
場
合

は
不
安
定
な
感
じ
を
与
え
る
。

ウ
エ
は
黒
の
面
積
と
黄
の
面
積
の
関
係
が
、
黄
が
黒
の
面
積

と
黄
の
面
積
の
関
係
が
、
黄
が
黒
の
何
分
の
一
か
に
相
当
す

る
と
い
っ
た
よ
う
に
小
さ
い
面
積
の
場
合
、
黄
は
光
っ
て
み

え
る
。
黄
の
面
積
が
増
す
に
し
た
が
っ
て
光
の
輝
き
は
、
低
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下
す
る
。
黒
に
光
沢
左
与
え
る
と
黄
と
黒
の
対
比
は
、
強
く
な
く
な
る
。

⑤
色
の
調
和
（
ム
ー
ン
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
配
色
調
和
論
）

第
５
図
の
ム
ー
ン
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
配
色
調
和
色
を
基
に
、
類
似
色
相
の

調
和
と
補
色
調
和
（
対
比
調
和
）
の
性
質
を
理
解
さ
せ
、
服
飾
に
応
用
す
る

場
合
、
そ
の
配
色
の
現
わ
す
感
じ
を
服
の
着
用
目
的
と
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
理
解
さ
せ
る
。

嵩
つ
一

㈹
色
の
職
成
に
つ
い
て
（
マ
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ァ
ー
）

配
色
の
科
学
的
な
方
法
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
色
板
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
明
度
差
の
感
覚
を
と
ら
え
て
配
色
の
根
本
と
し

明
度
段
階
の
１
．
２
．
３
…
…
…
８
．
９
を
魔
法
陣
（
マ
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
ェ

〔第5図〕ムーン・スペンサー調和色

10。

四
国

〔第6図〕マジック配色（3色配合の場合）

マジック・スクエアー水平線上

』

｜

’

ア
ー
）
に
配
置
し
、
こ
れ
に
有
彩
色
の
各
色
相
明
度
を
あ
て
は
め
こ
の
中
か

ら
水
平
、
垂
直
対
角
線
上
に
並
ぶ
三
色
ま
た
は
二
色
を
調
和
色
と
す
る
方
法

を
理
解
さ
せ
る
。
第
６
図
の
よ
う
に
三
色
調
和
が
八
種
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

中
か
ら
最
適
調
和
、
温
和
的
調
和
、
強
調
的
調
和
を
選
ら
び
な
が
ら
応
用
さ

せ
る
。

‘｜‘｜‘’
明
度
ス
ケ
ー
ル

21914

2 9 1 4

５
－
４１垂直線上

対.角線上

654

3

２
１

－

8: 一 羽 I １

42



〔第7図〕 色彩調節 の
進
出
色
、
後
退
色
、
注
意
色
、
祝
距
離

色
を
心
理
的
性
質
か
ら
み
る
と
、
後
退
性
と
進
出
性
が
あ
る
。
こ
の
進

出
、
後
退
を
交
互
に
重
ね
た
時
の
色
は
動
い
て
み
え
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
色
に
動
的
効
果
を
与
え
た
い
時
は
、
与
え
ら
れ
た
面
積
に
律
的
分
割

と
し
て
、
こ
れ
に
進
出
性
の
配
色
を
も
っ
て
表
現
す
れ
ば
良
い
。
交
通
標
識

に
用
い
ら
れ
て
い
る
配
色
が
注
意
色
と
し
て
有
効
な
表
現
で
あ
る
。
黄
と

黒
？
白
と
黒
の
対
比
色
に
つ
い
て
は
、
視
距
離
の
実
験
結
果
か
ら
測
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
二
色
配
色
（
対
比
配
色
）
を
さ
せ
一
色
を
地
に
一
色
を
矢
印

の
色
に
使
っ
て
、
ど
の
配
色
が
一
番
良
く
目
立
つ
か
お
互
い
に
行
わ
せ
る
。

ケ
〆ンピ

．
一
ブ
一

遮
矧
床
悔
ン
ロ
ジ
ー
ロ

．
．
．
．
モ
イ
ー
Ⅲ
／
エ

叩
叩
叩
”
サ
ウ
ベ
オ
イ

申
●
●
、
１
０
１
１
、
〃
０
１
１
Ｋ
〃
。

’

〃
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｒ
●
０
ｐ

ｌ
２
３
４
５
６
き
１
２
３
４
５
６
１
２
３

積極性を与えた明るい感じの女性向きA

外向性で，落ち着きがないB

4オレンヂ

5バーント・
アンバー

⑥
色
彩
調
節
（
室
内
配
色
）

近
年
室
内
の
配
色
に
お
い
て
も
、
そ
の
部
屋
の
使
用
目
的
に
応
じ
て
色
彩

調
節
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
工
場
、
学
校
、
病
院
な
ど
天
井
、

壁
、
床
、
ド
ア
、
カ
ー
テ
ン
、
そ
の
他
、
そ
の
場
所
に
応
じ
た
色
彩
調
節
が

必
要
で
あ
る
。
第
七
図
の
よ
う
に
、
天
井
、
壁
、
床
、
ド
ア
の
図
を
描
き
、

四
種
類
の
色
彩
調
節
を
行
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
感
じ
が
す
る
か
自
分
の

受
け
る
感
じ
を
ま
と
め
さ
せ
た
後
、
普
通
の
感
覚
の
人
の
受
け
る
感
じ
を
説

明
し
、
自
分
の
受
け
る
感
じ
と
を
比
較
さ
せ
る
。

ピンク6

消極性を与えた軽快な男‘性向きA′

１
１
２
３

ホリゾン・

ブルー

4ペー ル ・ ピ ン ク

5マダ ー プ ラ ウ ン

6サモン・ピンク

内向性で，淋しい，憂うつなかんじB'

１
１
２
３
４

ペ ール・ブルー

デイープ・
グリーン

イエロー・

グリーン

5

6ネワイI、

43
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⑨
肌
色
と
そ
れ
に
適
応
し
た
服
の
色

肌
の
色
を
一
般
的
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ピ
ン
ク
系
、
オ
レ
ン
ヂ
系
、

イ
エ
ロ
ー
系
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
肌
の
色
と
い
っ
て
も
主
に
顔
の
色
と

の
調
和
を
考
え
る
。
肌
色
に
適
応
す
る
服
の
色
は
明
度
の
高
い
肌
に
は
、
服

の
色
も
明
度
の
高
い
色
相
を
選
ら
べ
ば
良
い
。
色
相
の
選
び
方
が
む
つ
か
し

い
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

⑩
口
朋
億
口
の
意
義

ロ
の
“
闘
口
と
い
え
ば
、
洋
裁
の
専
門
用
語
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
こ
こ
で
ロ
の
、
侭
邑
の
意
味
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
る
。
語
源
は
ラ
テ

ン
語
の
ロ
①
叩
侭
国
閏
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ロ
の
、
の
言
英
語
で
ロ
固
習

そ
の
意
味
は
動
詞
で
、
立
案
す
る
〃
計
画
す
る
、
設
計
す
る
、
図
案
す
る
。

名
詞
で
は
、
計
画
、
口
的
、
着
想
、
設
計
、
意
匠
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
と

深
く
考
え
て
み
る
と
ロ
⑦
の
侭
ロ
ー
ｇ
目
鼻
の
ｏ
息
の
日
冒
島
８
８
“
曽
言
い

ざ
『
画
。
閏
薗
甘
冒
肖
冒
）
印
の
Ⅱ
豆
四
目
感
ご
函
即
ち
意
匠
と
は
、
あ
る
目
的
の
も

と
に
心
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
形
に
表
現
し
よ
う
と
計
画
す
る
こ
と
。

以
上
の
意
味
を
し
っ
か
り
鯉
解
さ
せ
る
。

⑪
口
閉
億
口
の
使
命

ロ
隅
億
口
の
範
囲
を
二
つ
に
分
け
る
と

｛
議
羅
蛙
撫
慧
灘

生
活
に
適
応
す
る
た
め
の
造
形
技
術
の
中
に
お
け
る
美
の
扱
い
方
の
多
寡

に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
、
こ
こ
で
は
、
実
用
性
の
意
匠
の
方
を
理
解
さ
せ
る
。

⑫
口
隅
碕
冒
の
感
覚
訓
練

自
然
現
象
の
中
か
ら
花
や
葉
の
美
し
さ
を
、
取
り
入
れ
て
装
飾
化
す
る
、

便
化
（
９
弓
の
昏
巳
の
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。
模
様
の
多
く
は
、
こ
の
便

化
技
術
で
あ
る
。
ロ
①
の
億
口
の
９
８
を
習
得
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
作
品

を
錨
賞
し
、
批
判
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

〔第8図〕動的対称の基本形態 ⑬
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
訓
練

線
の
親
和
性
方
向
性
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
図
案
を
み
て

そ
の
そ
の
図
案
が
現
わ
し
て
い
る
も
の
が
、
バ
ラ
ン
ス
か
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

か
リ
ズ
ム
で
あ
る
か
、
静
的
か
、
動
的
か
が
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

側
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
錯
視

同
じ
長
さ
の
線
の
対
比
、
同
面
積
の
円
の
錯
覚
対
比
等
円
の
面
積
の
外
縁

の
大
小
に
よ
る
錯
覚
、
円
の
面
積
比
に
よ
る
錯
覚
の
図
を
書
か
せ
錯
覚
視
を

理
解
さ
せ
る
。

⑮
シ
ン
メ
ト
リ
ー
と
動
的
対
称

多
く
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
左
右
対
称
の
装
飾
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ろ

J廼形正方形

が
|、、

､

､

、

、

、

1

1

1

1

1

就金比矩形 旋回矩形

ﾉー 蚕旭形 J~画一矩形

“

/写
×

、
､、

×

多／

／、

>＜

、／

/ク

×
、、



〔第9図の③〕 砿角45。の二等辺三角形より線と円のリズム Hii)

い
ろ
な
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
も
の
例
え
ば
紋
な
ど
を
あ
げ
て
シ
ン
メ
ト
リ
ー
を

理
解
さ
せ
る
。
第
８
図
の
よ
う
に
動
的
対
称
の
基
本
形
態
を
学
ば
せ
、
こ
れ

を
応
用
し
て
動
的
対
称
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
構
成
を
さ
せ
る
。
．

色
と
形
の
空
間
構
成
Ｉ
仰
リ
ズ
ム
構
成

リ
ズ
ム
構
成
の
主
な
る
力
は
、
線
と
形
を
面

線
と
形
を
面
か
ら
成
り
立
つ
綜
合
体
の
表

－

－

－

現
で
あ
る
。

第
９
図
の
よ
う
に

、
二
等
辺
三
角
形

よ
り
線
と
円
の

リ
ズ
ム
椛
成

⑤
直
角
三
角
形
よ

り
正
方
形
の
リ

ズ
ム
構
成

＠
黄
金
比
分
割
よ

り
正
方
形
の
リ

ズ
ム
構
成

⑥
黄
金
化
矩
形
の

リ
ズ
ム
椛
成

以
上
四
つ
の
椛
成
を

さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な

分
割
方
法
を
理
解
さ

せ
る
。

〔第9図〕－1 ⑥直角三角形より

吟

ｼイ 巳

、“
申

、黄金比分割より

ロ
、

崎
Ｉ
． n□ □□。
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、
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〔第9図〕－2蹴准比矩形』:り

I ン

匡

〔第10図〕 同

ごー

ｌ
８
ｌ
３
－
４

ｌ
１
ｌ
ｌ
５
ｌ
９
〕

451６
ｌ
７
ｌ
－
２
ｌ

/瀬ﾝ／

㈹
マ
ジ
ッ
ク
エ
ア
ー
の
デ
ザ
イ
ン
椛
成
（
第
加
図
）

マ
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
ー
を
応
用
し
て
デ
ザ
イ
ン
職
成
を
さ
せ
る
。
マ
ジ

ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
ー
の
番
号
順
に
線
を
結
び
第
６
図
を
参
照
し
て
配
色
を
求

め
さ
せ
着
色
さ
せ
る
。
マ
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
ー
を
何
度
か
傾
斜
さ
せ
て
も

面
白
い
も
の
が
で
き
る
。
（
第
、
図
）

⑱
哩
色
と
形
の
空
間
機
成
１
１
②
三
角
形
の
面
積
分
割

平
面
的
な
も
の
か
ら
立
体
的
な
も
の
へ
移
る
に
あ
た
っ
て
、
面
積
分
割
を

第
ｕ
図
の
よ
う
に
行
わ
せ
る
。
こ
の
而
職
分
割
を
応
用
さ
せ
配
色
を
考
え
さ

せ
て
、
デ
ザ
イ
ン
構
成
さ
せ
る
。
（
第
廻
図
参
照
）

〔第:11図〕
H］

(』

｡任‘営の三角形a.b.cを描き，各辺を三等分する。

｡各辺の兇と頂角を結ぶ。

。残りの苑，を通り頂角を結んだ線に平行な線を描く。

｡すると1.2･…･･7この三角形と4/､5/､6'の三角形が出来る。

｡次に1.2.3.の三角形と合同のものを，三角形の外側に描く。
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〔第12図〕

三角形のlAj砿分割応用（連続）

⑲
そ
の
他

・
木
の
葉
を
利
用
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
構
成

木
の
葉
の
外
形
を
利
用
し
、
図
案
化
し
て
、
蒲
物
の
柄
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

図
案
等
い
ろ
い
ろ
と
面
白
い
作
品
が
で
き
た
。

・
リ
ズ
ム
構
成
を
利
用
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
櫛
成

リ
ス
ム
構
成
に
よ
っ
て
で
き
た
正
方
形
、
ま
た
は
、
矩
形
を
利
用
し
、
そ

れ
に
線
を
組
ま
せ
て
デ
ザ
イ
ン
構
成
さ
せ
る
。

・
包
装
紙
、
色
紙
を
利
用
し
て
マ
ジ
ッ
ク
ス
・
ス
ク
エ
ア
ー
の
デ
ザ
イ
ン
構
成

マ
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
ー
を
デ
ザ
イ
ン
織
成
し
、
着
色
に
包
装
紙
や
色
紙

を
利
用
さ
せ
る
。

・
包
装
紙
の
図
案
作
成

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
お
店
に
利
用
す
る
か
目
的
を
も
た
せ
、
デ
ザ
イ
ン
・
ク

レ
パ
ス
で
着
色
さ
せ
る
。

・
卓
上
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
作
製

画
用
紙
に
て
直
径
７
“
高
さ
過
師
の
三
角
垂
を
作
り
、
そ
れ
に
創
造
力

豊
か
に
デ
コ
レ
ｉ
ジ
ョ
ン
さ
せ
る
。
思
い
思
い
の
楽
し
い
も
の
が
で
き
た
。

ま
と
め

以
上
の
訓
練
を
行
っ
た
結
果
感
覚
が
訓
練
前
０
だ
っ
た
も
の
が
８
と
か
５
に

な
っ
た
と
数
値
で
も
っ
て
、
は
っ
き
り
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
云
え
る
と
思
う
。
評
価
に
於
て
は
、
表
１
，
⑤
の
よ
う
に
訓
練

が
進
む
に
し
た
が
っ
て
良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
日
常
生
活
を
み
て
い
る
と
入
学
時
は
、
数
室
も
、
唯
々
締
除
が
し
て
あ

る
と
い
う
・
の
み
で
、
清
潔
さ
は
あ
っ
て
も
美
し
さ
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
が

月
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
花
を
生
け
る
に
し
て
も
配
色
を
考
慮
に
入
れ
て
生
け
、

掲
示
板
の
使
い
方
も
、
見
や
す
く
、
美
し
く
と
工
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来

た
。
ま
た
、
香
川
高
等
学
校
※
１
で
は
、
県
の
家
庭
科
の
研
究
会
や
、
会
議
が

47



200名

3回（1.2.3.学期末）

生徒

回 数
＠ 昭和40年度評価表

－－6－F－

、

、

！

’
ｰ

⑧ 評価平均 (註）（1）37.38.39年度も，40年度と同じような結

果となったので40年度のみで，あとは省

いた。

10r排

;::!
占

9卜

8卜

7卜

6卜

5卜

4卜

3卜

2卜．

1卜
屍

〔表1〕123I'll数

48－49

､回数

金、
1 2 3

､回数

皇溌、
1 2 3

、回数

生息、
1 2 3

rl

2

3.2

3.7

3.7

6.3

5.6

7.3
－

3 4．8

－

7．3 7.6 53 4.1 5.0

4

5

6
－

7

8

9

3.9

2.8

3．8

5.0

4.5

4.6

4.6

5.2

6.3
－

7．3

4.7

6.8

6.8

5.3

6.8

7.6

6.4

6.8

10

11

12

13
－

14

3.7

4.7

4．6

4.7

3.6

3.8

5．6

7.6

5.8
一

4．4
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度
々
あ
り
、
そ
の
都
度
県
下
の
高
校
生
の
洋
裁
、
和
裁
、
手
芸
の
作
品
展
示
会

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
展
示
会
に
於
て
、
下
関
地
区
※
２
に
比
ら
べ
て
、
技
術
的

な
面
で
は
劣
り
は
せ
ず
む
し
ろ
秀
れ
て
い
る
位
で
あ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
も

色
・
の
関
係
、
デ
ザ
イ
ン
の
関
係
か
ら
展
示
効
果
が
な
く
見
劣
り
が
し
て
い
た
。

し
か
し
、
先
生
方
の
い
ろ
い
ろ
な
指
導
と
助
言
、
訓
練
を
行
っ
た
結
果
、
教
材

の
ス
ー
ツ
の
布
地
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
願
、
ス
タ
イ
ル
を
考
慮
し
、

材
質
、
デ
ザ
イ
ン
、
色
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
来
た
。
展
示
会
に
お
い
て
も
、
垢
ぬ
け
て
、
す
っ
き
り
し
た
も
の
が

出
品
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
卒
業
後
の
衣
生
活
、
住
生
活
に
お
い
て
も

役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
卒
業
生
か
ら
、
し
ば
し
ば
聞
く
こ
と
が
き
る
。

人
間
の
才
能
に
は
、
先
天
的
な
要
素
の
影
響
が
大
き
い
。
ロ
の
ｍ
団
。
の
感
覚

訓
練
に
お
い
て
は
、
素
質
の
全
々
な
い
人
は
、
い
く
ら
訓
練
し
て
も
大
し
た
な

効
果
は
い
が
、
全
々
訓
練
し
な
い
よ
り
は
、
し
た
方
が
い
く
ら
か
良
い
。
ま
た

逆
に
素
質
の
あ
る
人
は
訓
練
の
効
果
が
大
き
く
現
わ
れ
る
。
そ
の
実
例
と
し
て

素
質
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
素
質
を
伸
ば
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
生
徒
が
訓
練

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
興
味
を
持
ち
始
め
、
自
分
か
ら
進
ん
で
訓
練
を
行
い
、

良
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
興
味
を
持
ち
始
め
、
自
分
か
ら
登

卒
業
後
デ
パ
ー
ト
の
宣
伝
課
に
勤
め
て
活
躍
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
こ
の
訓
練
で
得
ら
れ
る
利
点
は
、
訓
練
に
忍
耐
と
努
力
と
時
間
と

そ
れ
に
丁
寧
に
き
れ
い
に
と
い
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
落
ち
着
が
出
て

物
事
に
対
し
て
す
べ
て
が
丁
寧
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
訓
練
の
結
果
を
数
字
で

も
っ
て
明
確
に
表
現
で
き
な
か
っ
た
が
訓
練
は
、
し
な
い
よ
り
は
、
し
た
方
が

未
熟
な
者
で
、
不
充
分
な
点
ば
か
り
で
す
が
、
お
読
み
い
た
だ
き
ま
し
て
御

指
導
御
意
見
を
受
け
出
来
ま
す
れ
ば
大
変
幸
わ
せ
だ
と
存
じ
ま
す
。

※
１
香
川
高
通
校
所
在
地

山
口
県
宇
部
市

工
業
と
緑
の
都
市
と
云
わ
れ
て
い
る
セ
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
工
業
都

市

※
２
山
口
県
下
関
市

港
が
あ
り
九
州
と
の
交
流
都
市

文
献

宮
下
孝
雄
著
色
彩
・
意
匠
ガ
イ
ド
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